
日時 5/8( 木 )18:00-20:00 場所 1F レストラン「オアシス」

参加無料！！

カフェメニュー

主催：公益財団法人　筑波メディカルセンター広報委員会　　協力：筑波大学　アートデザインプロデュース演習 adp2014　アスパラガス、パプリカ

つながるカフェとは ?
筑波大生と病院が協働で行っているアートやデザインによる環境改善の取り組みは 8 年目になり
ます。学生と職員が交流しながら活動するための第一歩となるように始めた「はじまるカフェ」、
両者が活発に議論しながら環境改善に取り組む場を目指して開催した「ひろがるカフェ」に続き、
今年度は新しい関係や取り組みにつながるように「つながるカフェ」を開催します。新年度スター
トのこの時期にみんなでお茶を飲みながら病院でのアートやデザインのあり方について話をして
みませんか？

１. 医療と芸術をお互いに知ろう
病院にはどんな専門の人たちがいる？ - 緩和ケアチーム登場！-
アートやデザインって何だろう？

２.

３.

４. 軽食と飲み物ご用意
リラックスして話せるようにパンや飲み物などを用意しています。

18:05～

「こもれびカーテン」
(1階 ラウンジ)

「つつまれサロン」
(4階 家族控え室)

患者さんやご家族の視点になった時に、
院内で改善した方がいい場所やポイント
などをみんなで出し合いましょう！！！

筑波大学芸術系学生と
筑波メディカルセンター職員が
集うアートカフェ第 弾！

2013 ～ 2014 年度にかけて取り組んだ改善プロジェクト

トークイベント
「つつまれサロン」「こもれびカーテン」の誕生まで
病院長 軸屋智昭×筑波大学芸術系教員 貝島桃代×家族控え室チーム×ラウンジチーム

19:15～

ワークショップ
その１ 「院内気になるマップ」をつくろう
病院内の巨大マップや院内の写真を用意しておき、改善したい場所、気になる場所などを病院

職員や芸術系の学生・教員あげてもらい、今後の活動に活かします。

その２ 病院のストリートとひろばの名称を考えよう
病院空間のテーマとなる名称を考えて、新入院棟増築に伴うサイン整備や内装に反映させます。

18:35～


